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いものが出るというわけではないが,二つの型の縮約の仕方の相違はある程度理解出来

ると思う｡
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仇e-spin-fliplsingmodell),2)における criticalslowingdown2)n研究にはい

くつかの方法がある｡その一つは高 温展開法 2),3),Cあ｡,他 は 計算機 S血 lation に

ょるモンテ .カル｡法やぁる｡その 他 にも厳密な不等式 6),e7)dynamicscaling4)があ

るが,numericalな方法は上のこつである｡

最近R去czが dynamicscalinglaw5)を基礎として linearとnonlinearの critical

slowing down に対する関係式△e- △ n･e-β を導いた｡8) ここでAe, An･Cは
それぞれ Iinearとnonlinearの relaxationtirre8)に関する臨界指数 紬 磁化の臨界
指数,すなわち

Te ～ 8-A ep Tn･p- 8-A n･P ,M～ (-)β

8 -号 - 1 ･C

これに対 して one-spin-fliplsingmodel で今までに得られた結果は,P-1/8の

2次元 Iattice上で高温展開法では△C～△n･L 2.02),9),モンテ ･カルロ法でもAe～

zcin･e～ 1.94)であ ｡,わずかな指数の差 lA は判別できていない｡ しかし,実は高温展
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開法に計算 ミスがあって,正しくはAn･p-1.85 となることがわかった.10)これは

scalingの予想と一致している｡ また,分子場近似による到達範囲無限遠の相互作用を

持つ系で厳密な結果 11)も scalingと同じである｡ P-1/2であるBethelatticeにつ

いて高温展開法を適用してもscalingとの一致が確められる｡12)私の計算では3次元

latticeでも高温展開法によ｡An･L 1.0 と なって, Y ahata3)による結果A8-1.4と

頗し合わせて同様のことがわかる (β～0.3)｡ したがって,one-spin-fliplsing

系では scaling関係式AD-An･p- β が満たされていると結論できよう.

これらの結果10)I12)はむしろ限られた estimateに基づいているので,さらに高次

のTermを計算することは必要であろう｡

文 献

1) R.T.Glauber,J.Math.Phys.i (1963) 294.

2) H.YahataandM.Suzuki'J.PhysSoc.Japan三ヱ (1969) 1421.

3) H･Yahata,J.Phys.Scc.Japan旦旦 (1971) 657.

4) E･Stoll･K･Binder'and T･Schneider'Phys.Rev.壁 (1973)3266

5) B.Ⅰ.HalperinandP.C.Hohenberg,Phys Rev.in (1969) 952.

6) B.Ⅰ.Halperin,Phys.Rev.旦 (1973) 4437.

7) T.Schneider,Phys.Rev.旦牡 (1974) 3819.

8) 鈴木増雄,物性研究 旦生 (1975) D10.

9) M.Suzuki,Intern.J.Magnetism⊥ (1971) 123,

10)M.Suz止i,privatecom mication.

ll)Z･Racz･Phys･Letters旦互生 (1975) 433.

12)H.Ikeda,Prog･Theor.Phys.(submitted)

-284 -


